
コワーキングスペースの位置付けに関する研究

類似オフィス施設との比較を通して

A Study on a Definition of Coworking Spaces

Through Comparison with Similar Types of Offices

１. 序論

1.1　研究背景

　近年、ICT の発達や社会構造の変化などにより、
ワークスタイルは在宅勤務やコワーキングのように
多様化している。そして、従来のような個人や組織
が一箇所に固定的に属していたオフィス形態は変化
し、必要に応じて恊働できる場として、都市に分散
した形態が要求されるようになった。それに伴いオ
フィスは、専門的な施設だけでなく、レンタルオフィ
スなどのさまざまな人が集まる場へと拡張している。
このような場のひとつであるコワーキングスペース
（以下、CWS）は、既に数多くつくられはじめており、
オフィスに属さない個人・組織に必要とされている。
　2010 年より国内に根付きはじめた CWS は、現在
全国で 400 施設以上に増加し、東京都内でも 150 施
設以上存在するが、働き方や運営方法、空間活用方
法などの現状把握は十分ではない。今後も変化を続
ける CWS において、類似したオフィス施設との比
較を行い、現状を明らかにすることが必要である。
1.2　研究目的

　本研究では、CWS と類似施設との相関関係につい
て文献調査を行い、CWS の位置付けを明確にする。
これらの結果から、CWS の問題・課題を明らかにす
ることは、関連する領域の研究者だけでなく、CWS
の運営者に対し、空間活用や運営方法の実践に対し
て有効な示唆を与えるものである。
1.3　研究方法

　CWS の定義を行うために、比較する類似オフィス
施設を文献より抽出し、各施設の【成り立ち】【利用者】
【運営目的】【働く場】の調査を行う。そして、先行
研究注1) を参考に、CWS の位置付けを明らかにする。

2.　コワーキングの定義

　宇田により、コワーキングは「働く個人がある場
に集い、コミュニケーションを通じて情報や知恵を
共有し、状況に応じて協同しながら価値を創出して
いく働き方」1) と定義され、CWS で働く人はコワー
カーと称される。

3.　類似施設との比較

　CWS の概要を捉えるために、類似施設であるシェ
アオフィスや SOHO オフィス、インキュベーショ
ン施設、企業オフィスとの比較を行う。また、CWS
とフリーランスのシェアオフィスは、【契約体系】注 2)
によって場が異なるために、細分して比較を行う。
　対象の各施設が持つ項目を抽出・選定した結果、
利用者の【名称】【属性】、働く場の【机の利用形態】【構
成】【設備】【サービス】の 6 項目を抽出し、表 1 に
まとめた。この結果、企業オフィスと小規模事業者
の SOHOオフィス、コワーキングスペースとフリー
ランスのシェアオフィスにそれぞれ共通点が多いこ
とがわかった。
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表 1.CWS と類似施設の比較 ①メンバーシップ　②ドロップイン
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4.　コワーキングスペースの位置付け

　コワーキングスペースの位置付けのために、宇田
による文献注3) を参照し、【接触度】【多様度】【近接度】
【開放度】の観点から、利用者・場の比較を行った。
また、本研究では、比較対象にシェアオフィスを付
加し、【成り立ち】【運営目的】【設備】【サービス】
などの調査項目を追加することで、CWS の位置付
けを明らかにしている。
4.1　利用者の比較

　【接触度】は他者との物理的な接触やコミュニケー
ションの程度、【多様度】は仕事場で交流する他者
の属性の多様さの程度を表している。【接触度】【多
様度】を用いて、表 1 でみられた利用者の関係性を
表 2に示す。

4.2　働く場の比較

　【近接度】は他者のワークスペースとの物理的近
さの程度、【開放度】は働く場が外部に対して開か
れている程度を表している。【近接度】【開放度】を
用いて、表 1 でみられた働く場の関係性を表 3 に示
す。

4.3　場の位置付け

　以上の結果より、CWS の位置付けを作成した（図
1）。CWS と共通点が多いフリーランスのシェアオ
フィスとは、【机の利用形態】【契約体系】により、【近
接度】【開放度】に違いがあると考えられる。

5.　結論

　CWS はフリーランスのシェアオフィスと共通点
が多く、その結果、フリーランスのシェアオフィス
は CWS と区別することが難しいと考えられる。一
方でシェアオフィスでは事業機会を得るためにコ
ワーキングを取り入れている事例が存在しており、
コワーキングを実践する環境の形成が主体である
CWS とは本質的な違いがある。これにより、【運営
目的】や【ゾーニング】などのソフト・ハード面に
違いが生じていると思われる。また、共同スペース
が主体であることや、ドロップインの事例が多い
CWS は、【近接度】【開放度】の観点からも、シェ
アオフィスとは相違するものであると考えられる。

［注釈］

注 1) 宇田は参考文献1)において、働く個人と働く場の2つの概念に基づき、
関連する概念との比較検討を通じて、CWS の理論的位置付けを行っている。
注 2) 契約体系は大きく 2つに分けられる。メンバーシップは、日常的に施設
を利用する対象者が、通常月単位で利用料を支払う。ドロップインは、月単位
ではなく、一回ごとに利用料を支払う。
注3)参考文献1)pp.117-121の接触度と多様度、近接度、開放度を引用のうえ、
図 1を元に位置付けを示す。
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表 2. 利用者の比較

表 3. 働く場の比較
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接
触
度

内
容

多
様
度

フリーランス＜コワーカー＜組織人≒小規模事業

組織人＜小規模事業者＜フリーランス＜コワーカー

自己でコミュニ

ケーションを制御

することができる

ため、他者との接

触はフリーランス

よりも高い。

ワーカーは交流を

求めて利用してい

るために、多様な

他者とのコミュニ

ケーションが偶発

的に発生する。

組織内で働くため

に他者の多様度が

極めて低い。

自立性を有するた

めに高いが、多様

な他者とコミュニ

ティがあるコワー

カーよりも低い。

事業所内で働くため

に他者の多様度は低

いが、組織人よりも

自立性が高く自由で

あるために、組織人

より高い。

仕事場に同じ事業

を行う同僚がお

り、仕事を行う段

階で他者との接触

が強制されるため

に高い。

仕事場に同じ事業

を行う同僚がお

り、仕事を行う段

階で他者との接触

が強制されるため

に高い。

事務所内が仕事場

であるため、他者

との接触が限定さ

れる。

関
係

内
容

関
係

d-1. フリーランス

d-2. 組織人・小規模

e.インキュベーションb. 企業オフィス c.SOHO d. シェア

c-1. フリーランス

c-2. 小規模事業者

a.CWS

近
接
度

内
容

開
放
度

関
係

内
容

関
係

仕事場の主体は
共同机で、個室・
ブースがあるた
め に c-1、d-1
よりは高い。し
かし、d-1 のほ
うが、近接度は
近い。

仕事場が、同事
業者と共同であ
るために極めて
高く、c-2、d-2
と同等。

仕事場は専用
の個室・ブー
スのため、c-1
よりは高いが、
仕事場を共有
する a、d-1 よ
りは低い

主に公的機関
によって運営
さ れ て お り、
地域に開かれ
ているために
c-1 よりも高
いが、入退去
審査などがあ
るために、d-1
よりも低い。

仕事場が専用の
個 室 の た め、
近接度は極め
て低い。

b、c-2、d-2 よ
りは高いが、多
属性が利用する
a、d-1 よ り 低
い。

仕事場の主体は
専用の個室だが、
共同机があるた
め c-1 より高く、
aより低い。

多属性が利用する
ために、c-1 より
高いが、ドロップ
インが基本的な a
よりは低い。

JV 事業などで利
用されるために、
c-2 より高いが、
ル ー ル の 無 い
c-1 よりは低い。

b よりもルール
に柔軟性がある
ために高いが、
d-2よりも低い。

c-1 ＜ e ＜ d-1 ＜ a ＜ b ≒ c-2 ≒ d-2

b ＜ c-2 ＜ d-2 ＜ c-1 ＜ e ＜ d-1 ＜ a

仕事場が、同事
業者と共同であ
るために極めて
高 く、b、d-2
と同等。

仕事場が、同事
業者と共同であ
るために極めて
高 く、b、c-2
と同等。

ドロップインが
基本的にあり、
多属性の利用者
がいつでも利用
できるために極
めて高い。

組織のワーカー
及び関係者以外
の出入りが限定
されており、極
めて低い。

d-1. フリーランスc-1. フリーランス

d-2. 組織人・小規模c-2. 小規模事業者

近接度

低

高

企業オフィス

SOHOオフィス
（小規模事業者）

シェアオフィス
（組織人・小規模事業者）

低 高

開
放
度

SOHOオフィス
（フリーランス）

インキュベーション

シェアオフィス
（フリーランス）
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図 1. コワーキングスペースの位置付け
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